
 

 
 収穫期に入った品種は過熟・未熟に注意し、こまめに収穫を行ない適期収穫に努めてください。 

また、降雨による腐敗性病害（灰星病など）、高温による害虫の多発が心配されます。定期散布を徹底し、病害虫発

生状況によっては特別散布を実施しましょう。 

 

もも         8月末～９月上旬の散布 

○収穫前や収穫中の作物への飛散に十分注意してください 

 

 

ネクタリン        ８月末～９月上旬の散布   

 ○収穫前や収穫中の作物への飛散に十分注意してください 

 

 

 適期収穫・その他   

①果実鮮度保持のために果実温の低い時間帯に収穫してください。(早朝から午前 8時頃までに収穫することが望ましい) 

 ＊果実温の高い時間帯に収穫した果実は、果肉の軟化が早く日持ち性が劣ります。 

②地帯･園地･樹により、かなり収穫期に差がありますので樹の上･中･下枝と東西･南北に試し穫りして収穫期を判断して

ください。 

③収穫にあたっては、果頂部に指先をかけないように手のひらを果頂部にあて、指先は果梗部の近くの肩にかけてゆっ

くりと動かして採取してください。特に果頂部の保護に努めてください。  

＊過熟果の発生（収穫遅れ）に注意し、適期収穫に努めてください。 

 

農薬（毒物・劇物）をお買い求めの際は、印鑑をご持参ください。 
 

 

散布時期：8月 30日～9月 6日（前回散布から 15日後） 

散布薬剤：(混用順) 

水               100㍑ 

展着剤              20ml  

ベルクートフロアブル   50ml(前日、3回) 

適用病害虫：灰星病･黒星病･ホモプシス腐敗病 

散 布 量： 10 ｱｰﾙあたり  600㍑ 

【注意事項】 

① 除袋期に入った品種は除袋後に散布する。 
 

② シンクイムシ類、モモハモグリガの発生が 

心配される場合は、サムコルフロアブル 10の

5,000倍(前日、2回)を加用する。 
 

③ ミカンキイロアザミウマの発生が心配される

場合は、スピノエースフロアブルの 4,000 倍

(3日前、3回)を加用する。 

【注意事項】 

① シンクイムシ類、モモハモグリガの発生が 

心配される場合は、サムコルフロアブル 10の

5,000倍(3日前、2回)を加用する。 

 

② ミカンキイロアザミウマの発生が心配される

場合は、スピノエースフロアブルの 4,000 倍

(3日前、2回)を加用する。 

 

散布時期：8月 30日～9月 6日（前回散布から 15日後） 

散布薬剤：(混用順) 

水            100㍑ 

展着剤             20ml  

ベルクートフロアブル  50ml(前日、2回) 

適用病害虫：灰星病･黒星病･ホモプシス腐敗病 

散 布 量： 10 ｱｰﾙあたり  600㍑ 
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裏面もご覧ください 

散布日  月  日 

散布量     ㍑ 

散布日  月  日 

散布量     ㍑ 

第 12回 定期防除 

第 12回 定期防除 



未熟・過熟果に注意し各園地で適熟期に入ったものから順次収穫してください。また、今後の品種の成熟予想は前年

より２～３日程度早いと予想されます。除袋を中心とした着色管理や、諸栽培管理が遅れないように注意すると共に、

果実腐敗病対策には万全を期してください。 

 

1．除袋について 

 ＊熟度の進み具合に注意し早めの着色管理を実施しましょう。 

品 種 除袋時期 
除袋日 目安 

南部 北部 

選抜白根白桃 収穫 13～15日前 9/1 9/4 

ゴールデンピーチ 収穫 13～15日前 9/5 9/8 

秀峰（ネクタリン） 収穫 13～15日前 8/25 8/28 

 

2．新梢管理について 

樹冠内部や主枝・亜主枝の背面から発生した旺盛な徒長枝は、成葉４～５枚残して摘芯する。 

樹勢が弱い樹は過度に摘芯するとさらに樹勢低下を招くので、できるだけ新梢は切らない。 

 

3.反射マルチの利用 

高温による果肉障害（軟化）対策として白色マルチ（タイベック・パールライトＳ）を活用しましょう！ 

★大部分の果実は下を向いています。樹下から太陽光線をあて着色向上を！！ 

白色マルチ「タイベック」「パールライトＳ」を使用すると、着色向上と成熟の極端な進みを回避できます。 

 【使用時期】・着色のしやすい品種＝収穫５～７日前  ・着色しにくい品種＝収穫始めの 10～14日前 

 

4．果実腐敗病防止対策  降雨が続き腐敗病の発生が心配される場合、系統の違う剤を輪番で使用する。(下表）  

灰星病の耐性菌出現を回避するため同一系統の薬剤を連用せず、異なる系統の薬剤をローテーション散布する。 

も 
も 

薬剤の系統 薬剤名 使用倍率 適正使用基準 

エルゴステロール 

生合成阻害剤（ＥＢＩ） 

スコア顆粒水和剤 

アンビルフロアブル 

オーシャインフロアブル 

インダーフロアブル 

オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

１０００倍 

２０００倍 

５０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで (３回以内) 

収穫前日まで (３回以内) 

収穫前日まで (３回以内) 

収穫前日まで (４回以内) 

収穫前日まで（３回以内） 

そ の 他 

ロブラール水和剤 

ベルクートフロアブル 

ダコニール１０００ 

１０００倍 

２０００倍 

１０００倍 

収穫前日まで（３回以内） 

収穫前日まで（３回以内） 

収穫前日まで（６回以内） 

ネ
ク
タ
リ
ン 

エルゴステロール 

生合成阻害剤（ＥＢＩ） 

スコア顆粒水和剤 

アンビルフロアブル 

オーシャインフロアブル 

インダーフロアブル 

オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

１０００倍 

２０００倍 

５０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで(２回以内) 

収穫前日まで(３回以内) 

収穫前日まで(３回以内) 

収穫前日まで(４回以内) 

収穫前日まで(３回以内) 

そ  の  他 

ロブラール水和剤 １０００倍 収穫前日まで(３回以内) 

ベルクートフロアブル 

ダコニール１０００  

２０００倍 

１０００倍 

収穫前日まで(２回以内) 

収穫前日まで(２回以内) 

注意事項 

１．ベルクート剤は、バラ･メロンに薬害を生じるのでかからないようにする。 

２．ダコニール 1000、ダコレート水和剤は、除袋直後に散布すると薬害が発生する場合があるので注意する。 


